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福島県飯舘村 杉下初男（元長泥区長、伊達方部飯舘自治会会長） 

 

 

１．村のあの時 

 

  原発事故 当時 停電で、テレビからの、情報が入らなかった。 

 １１日夜原発が危ないと、大熊町の子供から電話で知らせてくれた。 

ラジオを聞いて３日間過ごしていました。３日後電気が回復し、爆発する発電 

所の、映像がテレビから流れていました。 

でも、ここは３０キロ以上離れているので、安全だと思っていました。 

しかし 現実は違っていたのです。 

 南西の風にのり飯舘方面に放射能が降っていたのです。 

 しかも大量の放射能が、長泥地区に降り注いでいたのです。 

１２日 南相馬市より親戚、子供たち２家族が孫を連れて避難してきました。 

大量の放射能が降っている所に・・・・・・・ 

その後は 皆様想像して、頂きたい 

２４万ベクレルの土地の上で生活をすることを！ 

１５日朝 親戚、子供孫たちは、新潟、会津方面に避難をはじめました。私た 

ち家族は、家の片づけをして避難先を千葉方面に決め１８日に避難しました。 

 

２．その後 

 

３月２７日 飯舘村長がテレビで「水が飲めるようになりました。」との報道が

あり、それを信じ飯舘に帰ることにしました。 息子を残して。 

ところが長泥地区に帰ってみて、驚きました。文部科学省放射能データが 35か

ら 90マイクロシーベルトあったのです。 

その後は計画的避難の発表から避難まで 2ヶ月間、長泥に留まらざるを得なか

ったのです。情報が正しく、しかも早く村民に伝わっていなかったのです。 

５月末 福島県伊達市方面に避難しました。その後 24年 7月の区域見直しによ

り長泥地区は期間困難区域に指定されました。政府は、出入りの際は必ずスク

ーリングをすることとなっていますが、実際は一度も行っていません。 

これがわが国の現実です。 

住民は、防護服を一度も着たことはありません。 

 



３．そして今 

 避難生活が長くなりそうなので大変心配しています。長泥地区は農水省のモ

デル事業として除染を実施しました。24年 12月に終了、その結果、表の通り

です。まだ帰れる数字でないと感じています。なぜなら長泥地区は全世帯自然

水を利用しているからです。  

 

 

 

 

４．今後のことは 

 平成 26 年度からと、除染計画されていますが、その結果を見て、私たちは、

考えていきたいと思っています。村行政に対して、今までの流れで、納得出来

ない部分があります。現在、バリケードで閉鎖されている長泥に、戻るには家

族と相談しながら決めていきたいと思っています。現在は別々に生活をしてい

ますが、いつの日一緒に生活できる事を願っている毎日です。 

 また、心が晴れたことは一度もありません。 

 

 今日は、飯舘村の話を聞いて戴きありがとうございました。 

 

  


